
ネパールの人身売買と少女売春をなくすために 

 NGO『マイティ・ネパール』は 1993 年設立以来、極

貧の状態にある女性などを対象に、支援活動を開始しま

した。 

 

 現在は、人身売買を廃絶するために、被害者のための

リハビリテーション・センター、トランジット・ホーム

（避難所）、HIV/AIDS 感染者のためのホスピスを運営

し、識字教育、職業訓練、収入向上プログラムなどを実施しています。 

 

 また、ストリート・チルドレンや孤児など、行き場のない子どもたちを保護し、教育の機会を

提供しています。活動地域は、首都カトマンズにとどまらず、ネパール全土にわたって展開され

ています。とくに、人身売買ルートとされる、インドとの国境地域での活動に重点をおいていま

す。 

 

本部 《リハビリテーション・センターと子どもの保護施設》  

 リハビリテーション・センターは、人身売買や家庭

内暴力の犠牲者を保護し、カウンセリング、収入向上

プログラム、教育プログラムを実施しています。プロ

グラム終了後、自立を目指す女性には、ビジネスを始

めるための資金を融資し、支援しています。 

 保護施設では、ストリート・チルドレンや捨て子、

貧困家庭出身の子女たちが、共同生活を送っています。

同じ敷地内には、学齢期の子どもたちのために、『テ

レサ・アカデミー』（保育園、幼稚園、小学校１年～

４年）を運営しています。子どもたちが継続的に教育の機会を受けられるよう、後援者を募って

います。 

 

 また、農村部に暮らす 150 人の子どもたちに対し、教育補助プログラムを行っています。 

 

プリベンション・キャンプ《保護・訓練施設》 

 人身売買を未然に防ぐための施設です。インドへ連れ

去られる寸前で救出された少女や、犯罪のターゲットと

なりそうな年代の少女たちを保護しています。 

 

 施設では、人身売買の実態についての指導、識字教育、

職業訓練（裁縫や機織り、バッグ作りなど）を、6 ヶ月

間行います。その後、希望者には小額融資を施し、それを元手に小規模事業が始められるよう指

導しています。 

 現在、3 つのプリベンション・キャンプが運営されています。 



 チェックボックスでは、終日 2交代

制で見張りに立ち、1 日に数十台通過

するバスやリクシャー（自転車式の人

力車）をチェックしている。誘拐され

た少女を発見した場合は、トランジッ

ト・ホームで保護する。人身売買を水

際で阻止する重要な仕事である。 

 女性たちはキレイにお化粧し、一番

の晴れ着をまとって出迎える。その出

で立ちや表情、わき上がる嬌声から、

彼女たちにとってこの日が、ハレの日

であることを改めて感じます。（私た

ちは、年 2回ホスピスを訪問します。） 

 

トランジット･ホーム《救援のための施設》 

 トランジット・ホームは、国境近くに設けられ。インド

から救出された少女たちに、一時的な避難所を提供してい

ます。滞在期間は 2 ヶ月を限度とし、常に 30 名の保護が

可能です。救出された少女には、インタビュー、メディカ

ルチェック、カウンセリングを施し、安全な方法で故郷へ

と送り届けます。また、警察と連携し、少女を連れ去ろ

うとした売買あっせん業者の逮捕にも力を注いでいま

す。 

 この施設では、インドから救出された女性が、トレー

ニングを受け、スタッフとして活躍しています。斡旋業

者の手口について熟知している彼女たちは、国境に設置

されたセキュリティー・ボックスで見張りに立ち、犯罪の摘発に協力しています。 

 現在、トランジット・ホームは、7 地域で運営されています。  

 

 ホスピス 

 インドの娼館から救出された少女は、高い確率で、

HIV/AIDS、結核、ウイルス性肝炎などに感染してい

ます。ネパールの医療レベルはかなり低く、とくに

HIV/AIDS 患者に対するケアは立ち遅れています。そ

のため、感染後 10 年以内で死に至るといわれていま

す。ホスピスは、深刻な病気を抱えた少女たちが、よ

り平穏で豊かな暮らしを営めるよう、設立されました。 

 

 同施設は、年間を通して暖かく、自然環境に恵まれ

た東ネパールの国境の町、ジャパ郡カカルビッタにあ

ります。現在、24 名の女性と子どもが生活しており、

自給自足の生活を送っています。２名の看護士がとも

に生活し、24 時間体制で健康管理を行っています。 

 

 ラリグラスは、ホスピスの年間運営費を全額支援しています。 

 

 



アウエアネス・キャンペーン 

《一般の人々の意識改革と本活動の提唱》 

 情報から隔絶された農村部に暮らす少女たちが、人

身売買の主要ターゲットとなっています。この犯罪を

防ぐには、少女たちをとりまく地域社会が、人身売買

の実態を十分認知し、彼女たちを守る役割を担ってい

かなくてはなりません。 

 

 マイティ・ネパールは、年間を通して情報普及キャンペーン、デモ行進、メディアへの働きか

けなどを行い、社会の意識改革を図っています。また、教育機関を通して、将来を担う子どもた

ちへの啓発活動も行っています。  

 

 

※このレポート内にあります画像の流用及び転用は、一切禁止します。 


